「特別講演・シンポジウム」のための予稿集原稿の書き方1
山川次郎（南大・理）2・山田太郎（西大・理）3


　特別講演・シンポジウム講演予稿の形式は，A4用紙・２段組です．刷り上がりもA4用紙縦1枚分（そのままのサイズ）となります．
　左上隅は講演番号を入れるスペースですので，必ず空けてください．講演タイトルおよび氏名（所属）は，用紙中央に印字して下さい．講演題目・氏名（所属）と本文との間は必ず1行空けて下さい．
＜文書のレイアウト＞
・1行の文字数：約23文字

・両段の行数：約80行
・文字数：本文と英語対訳（タイトル，講演者，所属）について，全角で最大1840文字分
・フォントサイズ：講演タイトルは12ポイント，氏名・所属と本文は10ポイント
・フォント：タイトルと講演者名はゴシック体，それ以外は明朝体
・余白：A4縦置き　上25mm，下25mm，左25mm，右25mm

　1行の文字数や行数は目安なので微調整可能ですが，フォントや余白は上述のものに従って下さい．

　講演タイトルおよび氏名（所属）の英文対訳，あるいは和文対訳を右段最下部に入れて下さい．
＜注意事項＞

・図表を入れることは出来ません.

・新しい分類名を入れると命名上の混乱のもとになるので受理できません.口述されるのは差し支えありません.

・電子メールで申込をする場合は，講演予稿はpdfファイルに変換したものだけを受け付けます．ファイル名は筆頭講演者のフルネームのローマ字（半角英文字25文字以内）「sympo_」の後に付記し，必ず拡張子「.pdf」を付けてください（例：sympo_yamakawajiro.pdf）．パスワード設定や圧縮ツールによる圧縮は行わないでください．pdfファイルへの変換時には，「フォントの埋め込み」を必須とします．文字化けや改行の不具合などのあるファイルが添付されてきてもそのまま印刷しますので，十分にファイル内容を確認した上でお申し込み下さい．
・一旦提出された予稿集原稿の差し替えはできません．十分ご確認の上，提出してください．
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